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一

一
、
著
名
な
篆
刻
家
・
寒
山

押
印
に
は
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
、
書
類
上
の
必
須
の
行
為
と
共
に
、
芸
術
活
動
上

完
成
の
証
、
ま
た
い
う
ま
で
も
な
く
作
家
自
身
の
作
で
あ
る
意
を
含
む
。

　

後
者
に
着
目
す
る
と
、
書
画
を
問
わ
ず
一
流
の
作
家
は
、
よ
い
印
（
雅
印
）
を
押
し

て
い
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
紙
面
の
大
き
さ
や
作
風
に
合
致
し
た
印
の
使
い
分
け
を

し
て
い
る
。
一
つ
持
っ
て
い
れ
ば
全
て
足
り
る
と
思
っ
て
い
る
様
で
は
、
器
量
が
知
れ

よ
う
。
事
実
歴
史
に
名
を
残
す
文
芸
作
家
の
中
に
は
、
百
や
二
百
も
の
印
を
集
め
残
す

例
が
少
な
く
な
い
。
言
い
方
は
少
し
変
わ
る
が
、
骨
董
の
辿
り
つ
く
先
は
、「
石
」
で

あ
る
と
い
う
。
芸
術
の
世
界
、
と
く
に
書
画
の
分
野
で
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
を
「
印
癖
」

と
称
す
。

　

た
だ
し
印
は
寸
法
が
小
さ
い
た
め
、
一
般
に
理
解
し
難
く
、
作
家
が
物
故
者
に
な
る

と
、後
日
遺
品
中
に
あ
っ
た
は
ず
の
も
の
が
見
当
た
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
使
用
印
、

専
門
用
語
で
「
自
用
印
」
と
呼
ぶ
も
の
が
発
見
さ
れ
る
例
は
、
確
率
的
に
僅
少
で
、
い

つ
の
間
に
か
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
多
い
だ
ろ
う
。

　

印
の
刻
者
を
芸
術
分
野
で
は
、
篆
刻
家
と
い
う
。
刻
者
は
印
材
の
右
側
面
に
自
身
の

ペ
ン
ネ
ー
ム
（
雅
号
）
や
誰
の
た
め
に
、
い
つ
刻
し
た
の
か
を
、
小
さ
な
文
字
で
刻
み

込
む
。
こ
れ
を
「
側
款
」
と
い
う
。
研
究
者
や
数
奇
者
（
コ
レ
ク
タ
ー
）
は
、
こ
の
部

分
を
頼
り
に
誰
の
刻
か
を
判
断
す
る
。
わ
が
国
に
中
国
か
ら
本
格
的
な
篆
刻
芸
術
が
流

入
し
発
芽
、
徐
々
に
篆
刻
家
が
出
現
し
始
め
る
の
は
、
明
治
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
今
日
研
究
上
、
明
治
大
正
期
で
注
目
を
集
め
る
何
人
か
の
人
物
が
い
る
が
、
本
稿

に
取
り
上
げ
る
山
田
寒
山
（
一
八
五
六
～
一
九
一
八
）
は
、そ
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。

　
　
　

二
、
越
後
路
と
の
接
点

　

こ
の
寒
山
研
究
は
東
京
を
中
心
と
す
る
国
内
研
究
と
並
び
、
新
潟
県
下
の
資
料
を
用

い
た
地
方
文
化
と
の
関
連
を
主
柱
に
す
る
二
極
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。
次
に
寒
山
と
北

越
新
潟
と
の
接
点
を
列
挙
し
て
み
る
。

①
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
出
雲
崎
町
に
良
寛
堂
が
建
っ
た
。
良
寛
生
家
跡
に
地
元

の
郷
土
史
家
で
俳
人
・
篤
志
家
の
佐
藤
耐
雪
（
一
八
七
六
～
一
九
六
〇
）
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
て
企
画
さ
れ
た
の
だ
が
、
耐
雪
に
こ
の
建
立
を
強
く
す
す
め
た
の
が
、
寒
山
で

あ
っ
た
。

②
寒
山
は
「
墨
竹
十
万
講
」
と
称
し
、
自
分
の
得
意
と
す
る
水
墨
画
、
墨
竹
の
揮
毫
を

全
国
展
開
で
行
う
企
て
を
立
て
た
。
大
正
元
年
十
二
月
発
願
、
清
国
寒
山
寺
へ
の
鐘
を

篆
刻
家
・
山
田
寒
山
と
阿
賀
路
と
の
関
連

岡　
　

村　
　
　
　

浩

 

二
〇
一
八
・
六
・
二
五　

受
理

図一　山田寒山
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二

送
る
こ
と
と
恩
人
・
伊
藤
博
文
供
養
の
た
め
日
本
寒
山
寺
を
作
る
べ
く
、
十
年
か
け
て

百
幅
画
会
を
繰
り
返
し
企
及
し
よ
う
と
し
た
も
の
。
い
わ
ば
寒
山
の
生
涯
中
、
ハ
イ
ラ

イ
ト
と
位
置
付
け
ら
れ
る
事
業
で
あ
る
。
そ
の
出
発
点
、
第
一
歩
と
し
て
北
越
を
選
ん

だ
。

③
寒
山
の
来
越
は
遅
く
と
も
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
ま
で
に
は
あ
っ
た
。

新
潟
の
地
主
や
旦
那
商
家
に
は
、
風
流
を
好
み
篆
刻
文
化
を
含
む
書
画
文
芸
に
関
心

を
寄
せ
る
人
々
が
比
較
的
多
く
い
た
。
こ
れ
ら
受
け
皿
に
な
っ
た
人
物
は
、
全
県
下
に

及
ん
で
い
る
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
窓
口
に
な
る
人
が
い
た
。
寒
山
の
足
跡
を
辿
っ
て
み

る
と
、
新
潟
や
長
岡
都
市
部
に
止
ま
ら
ず
、
山
間
閑
村
と
お
ぼ
し
き
土
地
に
い
た
る
ま

で
広
域
に
わ
た
っ
て
い
る
。
先
の
佐
藤
耐
雪
と
の
関
わ
り
も
来
遊
を
続
け
る
中
で
知
己

に
な
っ
た
仲
で
、
そ
れ
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
年
八
月

十
九
日
に
は
出
雲
崎
町
尋
常
小
学
校
で
良
寛
に
つ
き
寒
山
が
講
演
を
行
い
、
耐
雪
と

会
っ
て
い
る
。
八
月
二
十
一
日
に
は
耐
雪
の
別
邸
「
松
涛
山
」
で
昼
食
を
饗
応
し
、
良

寛
書
一
幅
を
耐
雪
は
寒
山
に
贈
呈
し
て
い
る
（
佐
藤
耐
雪
記
録
「
用
留
」）。

④
新
潟
市
で
知
己
と
な
っ
た
同
地
の
印
判
業
（
判
子
屋
）
木
村
竹
香
（
一
八
六
八
～

一
九
四
三
）
の
依
頼
に
応
じ
て
刻
し
た
『
羅
漢
印
譜
』
は
、
多
作
の
寒
山
刻
印
中
の
代

表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
。
印
の
つ
ま
み
に
羅
漢
が
か
た
ど
ら
れ
た
十
六
顆
（
か
・
印
の

数
詞
＝
個
）、
他
三
顆
一
式
、
計
十
九
顆
。
さ
ら
に
竹
香
の
実
子
・
正
平
を
寒
山
は
養

子
に
迎
え
、
自
分
の
血
統
を
世
に
残
し
た
。
こ
の
「
山
田
正
平
」
と
な
っ
た
竹
香
の
子

息
は
、
の
ち
昭
和
を
代
表
す
る
篆
刻
家
の
一
人
に
成
長
し
、
現
在
で
も
非
常
に
人
気
が

高
い
。

⑤
著
名
な
割
に
弟
子
と
呼
ぶ
べ
き
人
物
が
見
当
た
ら
な
い
。
派
閥
や
団
体
結
社
に
基
づ

く
自
己
主
張
よ
り
、
個
の
活
動
が
あ
ま
り
に
も
多
領
域
の
事
業
に
及
び
、
一
か
所
に
止

ま
る
日
常
が
寒
山
に
は
少
な
か
っ
た
。
偶
々
北
越
に
は
来
遊
回
数
や
滞
在
が
長
期
に
及

ん
で
い
た
た
め
、
唯
一
と
い
っ
て
許
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
弟
子
が
出
た
。
そ
れ
が
津
川

正
法
寺
の
乙
川
大
愚
な
の
だ
っ
た
。
次
に
寒
山
が
訪
れ
た
津
川
と
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た

大
愚
の
事
績
と
評
価
に
言
及
し
た
い
。

三
、
津
川
と
は

　

津
川
町
及
び
鹿
瀬
町
・
上
川
村
・
三
川
村
の
二
町
二
村
か
ら
構
成
さ
れ
た
新
潟
県

東
蒲
原
郡
（
現
阿
賀
町
）
は
、
平
安
末
期
以
来
、
嘗
て
會
津
領
に
属
し
、
明
治
十
九

年
（
一
八
八
六
）
に
福
島
県
か
ら
新
潟
県
に
編
入
さ
れ
、
同
二
十
二
年
に
町
制
が
施
行

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
複
雑
な
時
代
背
景
を
有
す
。
津
川
は
こ
の
地
の
心
臓
部
と
も
言
う

べ
き
南
北
に
伸
び
る
新
潟
県
の
東
端
、
そ
の
中
腹
に
当
た
り
、
福
島
県
と
の
県
境
に
位

置
し
て
い
る
。
当
地
は
麒
麟
山
を
中
心
と
す
る
山
々
と
、
大
河
・
阿
賀
野
川
沿
い
に
開

け
た
山
河
渓
谷
地
帯
で
、「
津
川
」
の
名
が
示
す
通
り
、
水
運
で
栄
え
た
地
で
あ
っ
た
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
岩
越
線
（
今
の
磐
越
西
線
）
が
全
通
、
そ
し
て
大
正
末
期
に

は
阿
賀
野
川
の
豊
富
な
水
量
を
利
用
し
水
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
、
大
手
化
学
工
場
が

進
出
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
一
方
で
は
、
河
川
水
運
は
衰
退
の
途
を
辿
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
が
寒
山
の
来
越
し
た
頃
の
状
態
で
あ
る
。

四
、
弟
子
・
乙
川
大
愚

　

乙
川
氏
、
本
名
貞
吉
。
大
愚
、
ま
た
白
雲
道
人
と
号
し
た
。
明
治
三
十
一
年

（
一
八
九
九
）、
新
潟
・
横
山
貞
夫
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
は
陸
軍
大
尉
ま
で
務

め
た
軍
人
で
あ
り
、
西
南
戦
争
に
も
出
征
し
乃
木
希
典
の
元
、
軍
功
を
挙
げ
た
。

　

大
愚
は
六
歳
で
新
潟
西
堀
通
の
海
嶽
山
宗
現
寺
住
職
・
乙
川
文
獅
の
養
子
と
な
り
得

度
、
新
潟
中
学
校
（
現
新
潟
高
校
）
に
学
ん
だ
後
、
大
正
四
年
加
茂
の
定
光
寺
・
乙
川

文
龍
に
転
師
し
、
同
寺
に
移
る
。
次
い
で
大
正
六
年
、
永
平
寺
で
修
行
を
行
い
、
次
い

で
慌
し
い
時
局
の
中
、
大
正
七
年
に
は
シ
ベ
リ
ア
に
兵
役
の
た
め
向
か
う
。
彼
地
で
の

精
密
な
ス
ケ
ッ
チ
が
伝
存
し
て
お
り
、
大
愚
の
早
年
期
の
芸
事
が
垣
間
見
ら
れ
興
味
深

い
。
除
隊
後
に
は
鶴
見
の
総
持
寺
で
修
行
を
続
け
る
と
と
も
に
駒
澤
大
学
の
聴
講
生
と

な
り
、
精
力
的
に
学
問
吸
収
に
努
め
た
。
こ
の
上
京
中
、
名
士
文
人
と
接
触
が
行
わ
れ
、

自
己
の
知
見
を
広
げ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

大
正
十
三
年
七
月
、
二
十
七
歳
の
時
に
津
川
の
正
法
寺
に
迎
え
ら
れ
た
。
昭
和

三
十
二
年
（
一
九
五
七
）、
白
玉
楼
中
の
人
と
な
る
。
享
年
六
十
。

　

人
と
な
り
は
無
欲
恬
淡
、
酒
を
深
く
嗜
み
、
文
人
肌
の
力
量
を
知
る
近
隣
の
人
々
に

囲
ま
れ
、
風
流
韻
事
の
生
活
に
身
を
浸
し
た
。
津
川
の
他
に
も
、
隣
接
す
る
村
松
町
等

近
郷
の
趣
味
通
を
対
象
に
「
白
雲
会
」「
松
雲
会
」
を
組
織
し
、
大
愚
を
中
心
に
清
談
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三

が
も
た
れ
、
篆
刻
の
手
ほ
ど
き
も
行
わ
れ
た
。

　
『
書
道
講
座
』（
⑥
篆
刻
篇
・
二
玄
社
刊
）
の
巻
頭
に
、
棟
方
志
功
が
篆
刻
の
魅
力
に

つ
い
て
語
っ
た
記
述
が
あ
る
。
就
中
、

昔
か
ら
、
わ
た
く
し
は
印
が
好
き
で
し
た
。
絵
を
観
て
も
、
書
を
観
て
も
印
の
方
を
先

に
見
る
程
、
印
が
気
に
な
る
の
で
し
た
。
画
家
で
も
、
書
方
で
も
余
り
印
の
事
ま
で
想

ひ
に
乗
せ
て
ゐ
る
人
達
が
少
な
い
よ
う
で
す
。
…
…
山
田
先
生
。
石
井
先
生
。
乙
川
先

生
。
香
取
先
生
。
保
多
先
生
方
、
現
在
、
大
い
に
御
働
き
に
な
っ
て
ゐ
る
方
々
の
印
を

持
っ
て
ゐ
ま
す
。
数
は
随
分
あ
る
の
で
す
が
、
中
々
そ
の
方
々
様
の
御
仕
事
を
本
当
に

生
か
す
と
い
う
の
で
せ
う
か
、
そ
の
方
々
の
御
作
を
輝
し
（
マ
マ
）
様
な
絵
や
、
板
画

が
不
足
で
あ
り
ま
す
。
…
…

と
あ
る
。
山
田
正
平
・
石
井
雙
石
・
中
村
蘭
台
、
そ
し
て
、
次
に
名
が
記
さ
れ
た
「
乙

川
先
生
」
こ
そ
、
乙
川
大
愚
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

篆
刻
家
と
し
て
の
代
表
作
は
『
篆
刻
般
若
心
経
』（
昭
和
三
年
刊
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

中
央
で
も
話
題
と
な
り
、
一
時
的
に
そ
の
名
が
喧
伝
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
印
章
世
界
』

紙
上
に
三
年
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
も
の
を
、
編
集
者
の
依
頼
で
単
行
本
と
し
て
ま

と
め
た
冊
で
、
二
六
六
字
の
心
経
を
全
六
十
四
顆
に
分
刻
。
出
版
ま
で
二
回
に
わ
た
り

改
刻
し
た
苦
心
の
作
。
正
法
寺
を
調
査
し
た
際
、
大
愚
が
集
め
切
り
貼
り
し
た
『
印
章

世
界
』
の
自
身
に
関
す
る
掲
載
記
事
を
ま
と
め
た
、ス
ク
ラ
ッ
プ
が
数
冊
残
っ
て
い
た
。

自
刻
印
影
と
共
に
、『
心
経
』
出
版
に
い
た
る
内
容
を
含
む
。

　

当
時
の
様
子
に
関
し
大
愚
の
法
弟
の
今
川
魚
心
子
は
『
い
し
ぶ
み
』（
第
三
号
・
新

潟
拓
本
研
究
会
刊
）
に
「〝
印
人
〞
正
平
・
大
愚
〝
画
人
〞
霊
山
の
思
い
出
」（
上
）
と

題
し
、
師
の
山
田
寒
山
と
知
己
で
あ
っ
た
木
村
竹
香
・
山
田
正
平
・
大
愚
の
交
友
関
係

を
短
文
な
が
ら
活
写
し
て
お
り
、

　

乙
川
大
愚
は
新
潟
宗
現
寺
乙
川
文
獅
の
弟
子
で
私
の
法
兄
で
あ
る
。
寒
山
が
師
匠
の

好
意
で
、
宋
現
寺
滞
錫
中
、
正
平
と
共
に
篆
刻
を
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
正
平
は
そ
の

後
寒
山
の
養
子
と
な
っ
て
喜
美
子
夫
人
と
東
京
寒
山
寺
に
住
居
を
構
え
て
い
た
が
、
大

愚
は
永
平
寺
に
修
行
に
行
き
其
後
上
京
駒
沢
大
の
聴
講
生
に
な
り
、
縁
あ
っ
て
津
川
の

正
法
寺
に
住
し
、
寺
務
の
余
暇
に
篆
刻
や
、
文
人
画
、
篆
額
な
ど
も
趣
味
と
し
て
刻
っ

て
い
た
。

　

正
平
は
そ
の
道
で
身
を
立
て
た
が
大
愚
は
趣
味
と
し
て
打
込
ん
で
い
た
。
だ
が
、
趣

味
や
道
楽
の
域
に
止
ま
ら
ず
立
派
な
作
家
で
あ
っ
た
。
…
…

と
あ
り
、
そ
し
て
「
思
え
ば
こ
の
竹
香
と
寒
山
の
邂
逅
に
よ
っ
て
正
平
・
大
愚
の
巨
歩

的
な
印
人
が
新
潟
に
出
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　

五
、
大
愚
宛
寒
山
手
紙

　

正
法
寺
に
は
、
大
愚
が
寒
山
の
篆

刻
に
お
け
る
嫡
流
で
あ
る
こ
と
の
具

体
的
な
証
左
と
な
る
手
紙
が
保
存
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
葉
書
を
一

文
掲
出
す
る
。

　　

印
文
篆
書
ノ
照
會
ヲ
要
ス
、
坂
字

ノ
邊
ハ
士
ニ
非
ス
、
阪
ナ
リ
、
五
峯

ノ
印
余
リ
ヲ
カ
シ
、（
一
字
特
記
し

て
）之
レ
ハ
何
ン
ト
云
モ
ノ
カ
不
知
、

峯
ハ
之
ナ
リ　

改
刻
ヲ
要
ス

と
、「
峯
」
字
の
篆
書
体
に
つ
き
、

大
愚
が
寒
山
よ
り
批
正
を
受
け
て
い

る
。
こ
れ
は
、
旧
家
で
詩
人
・
政
治

家
だ
っ
た
坂
口
五
峰
の
印
を
刻
し
た

際
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
五
峰
が
好

ん
で
「
阪
」
字
を
用
い
、
阪
口
と
記

し
た
た
め
で
あ
る
。

図二　大愚宛寒山葉書三枚
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四

　

続
い
て
葉
書
の
表
を
見
る
と
、
宛
名
は
「
新
潟
市
西
堀
通
七
番
町
宗
現
寺
内　

乙
川

大
愚
様
」
と
あ
る
。
消
印
は
大
正
五
年
五
月
十
六
日
と
明
確
に
読
み
取
れ
る
。
差
出
人

は
「
三
条
山
田
寒
山
」
と
墨
書
し
て
い
る
。

　

ま
た
こ
れ
よ
り
少
し
後
、
大
正
五
年
七
月
二
十
日
消
印
の
封
書
で
は
、
宛
名
に
「
加

茂
市
定
光
寺
乙
川
大
愚
様
」、
裏
面
の
差
出
人
は
や
は
り
「
三
条
寒
山
」
と
筆
記
し
て

あ
る
。
略
歴
に
記
し
た
よ
う
に
大
愚
は
こ
の
頃
加
茂
定
光
寺
に
身
を
移
し
て
い
た
が
、

そ
こ
と
親
し
い
新
潟
宗
現
寺
に
も
随
時
往
復
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

他
、
寒
山
が
大
愚
に
宛
て
た
葉
書
二
枚
に
は
、

①
「
新
潟
市
西
堀
通
宗
現
寺　

乙
川
大
愚
様
（
消
印
・
大
正
五
年
五
月
二
十
六
日
）

②
「
東
京
府
西
大
久
保
四
八
七　

乙
川
大
愚
様
（
消
印
・
大
正
五
年
七
月
二
十
三
日
）

と
宛
名
が
記
さ
れ
、何
れ
も
発
信
者
は「
三
条
寒
山
」で
あ
る
。
二
通
の
本
文
を
掲
げ
る
。

①
加
茂
ニ
テ
進
上
致
置
候　

小
本
六
書
通
ノ
最
後
ニ
出
版
所
発
賣
所
其
外
承
知
致
度
乍

御
手
数
御
返
事
被
下
度
候　

至
急
用

②
此
度
御
尊
父
仙
化
之
由
拝
承
致
候　

七
月
廿
三
日

　

明
日
小
千
谷
ニ
出
立　

月
末
ニ
帰
条　

匆
々

①
の
書
簡
の
内
容
は
、加
茂
で
寒
山
が
修
行
中
の
大
愚
に
進
呈
し
た
字
書
『
六
書
通
』

に
つ
き
、
そ
の
出
版
所
・
発
行
所
を
至
急
知
ら
せ
よ
と
の
文
で
、
東
京
を
離
れ
た
旅
先

で
様
々
間
々
な
ら
な
い
寒
山
の
心
理
状
況
が
短
い
言
辞
の
中
に
表
出
さ
れ
て
い
る
と
共

に
、
そ
こ
に
は
併
せ
て
、
越
後
に
お
け
る
寒
山
が
如
何
に
大
愚
に
信
を
置
い
て
い
た
か

の
ひ
と
コ
マ
が
投
影
さ
れ
て
お
り
、
誠
に
興
味
が
尽
き
な
い
。
僅
か
二
枚
の
書
簡
か
ら

二
人
の
師
弟
関
係
を
通
し
、
地
方
で
慌
し
く
過
ご
す
寒
山
の
動
向
が
つ
か
め
る
の
で
あ

る
。

六
、
津
川
人
宛
て
寒
山
書
簡

　
寒
山
と
大
愚
と
の
交
わ
り
に
関
し
て
は
、早
く
に
拙
稿
に
ま
と
め
て
い
る
。『
阿
賀
路
』

（
40
集
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
の
後
「
阿
賀
町
ゆ
か
り
の
文
人
展
」（
Ｈ
25
・
27
）
開

催
に
よ
り
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
資
料
も
豊
富
で
、
今
後
旧
稿
を
補
記
す
る
抱
負
も
あ

る
。
そ
の
前
に
本
稿
で
特
筆
し
た
い
の
は
、次
に
掲
示
す
る
津
川
人
宛
て
寒
山
書
簡（
手

紙
）
の
紹
介
と
分
析
で
あ
る
。

①
拝
啓　

本
日
野
口
寧
斎
先
生
ヲ
訪
問　

貴
意
ノ
ア
ル
処
茶
話
致
置
候
間　

早
々
御
依

頼
被
下
度　

先
生
も
早
速
詠
進
可
致
様
被
申
居
候

九
月
廿
五
日
（
Ｍ
37
・
９
／
25
）

②
貴
書
委
細
承
知
仕
候　

詩
箋
下
画
永
坂
先
生
ハ
迚
モ
間
ニ
合
兼
候
ニ
付　

寺
嵜
廣
業

氏
ノ
菊
持
合
有
之
候
ニ
付
上
木
致
候　

刻
料
壱
円
菓
子
ノ
類
ハ
来
ル
八
日
夕
六
時
迄

ニ
御
報
願
上
候　

諸
費
御
豫
等
同
日
迄
ニ
御
送
付
願
上
候
楕
円
関
印
ノ
儀
モ
可
申
上

候
（
Ｍ
37
・
10
／
12
）

③
啓　

昨
夕
寧
翁
ヨ
リ
来
書
左
ノ
通
リ
出
来
早
速
木
工
へ
相
命
候　

酒
香
九
月
九
日
城

址
黄
花
黄
雲
吊
古
斜
陽
淡
々
登
高
落
木
紛
　々

吊
古
会
諸
賢
教
正　

寧
斎
印 

印
菓

印
ハ
吊
古
ノ
二
字　

是
ハ
小
生
ニ
御
任
せ
置
被
下
候
（
Ｍ
37
・
10
／
２
）

④
電
報
着
十
三
日
出
郵
可
致　

都
合
ニ
ヨ
リ
三
箱
ヅ
ツ
一
封
ト
シ
テ
差
出
候　

七
箱
ニ

相
成
候
得
者
外
箱
ノ
用
意
又
々
費
用
ヲ
要
シ
候
ニ
付
此
了
知
願
上
候　

十
月
十
二
日

前
十
時
（
Ｍ
37
・
10
／
12
）

⑤
尊
書
并
一
元
三
留
君
御
化
縁
之
分
只
今
正
ニ
奉
収
修
候　

御
尽
力
之
程
奉
謝
候　

御

申
聞
之
件
々
ハ
正
ニ
拝
承
仕
候　

石
印
ハ
可
成
早
々
調
整
可
致
候　

都
下
紅
塵
万
丈

風
流
俗
事
往
来
多
　々

卑
書
へ
赦
す
を
御
請
迄
（
Ｍ
37
・
10
／
25
）

⑥
尊
書
并
小
包
正
着　

御
菓
子
御
投
与
仙
味
辱
奉
拝
受
候　

盤
高
先
生
ノ
印
再
度　

寸

法
ニ
間
違　

何
ト
モ
申
訳
無
之　

匆
々
中
ノ
疎
忽
御
寛
恕
願
上
候　

早
速
相
改
差
出

可
申
ニ
付
同
先
生
ヘ
御
話
被
下
度
候　

次
ニ
肉
池
ノ
御
求
承
知
仕
候　

其
内
調
上
可

仕
候

石
埭
先
生
ハ
已
ニ
帰
京
相
成
候　

詩
箋
ハ
菊
画
ハ
六
ヶ
敷
趣
一
寸
申
上
候
并
ニ
碑
文
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五

ノ
事
ハ
願
入
置
候
（
Ｍ
37
分
・
月
日
不
明
）

　
発
信
年
月
日
を
確
認
す
る
と
、

明
治
三
十
七
年
九
月
か
ら
翌
月
分

ま
で
で
、
期
間
は
集
中
し
て
い

る
。
交
わ
す
用
件
が
、
両
者
の
間

に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

重
要
な
視
点
と
し
て
、
こ
れ
が

「
墨
竹
十
万
講
」
以
前
に
当
た
る

こ
と
で
、
寒
山
が
大
正
期
に
い
き

な
り
各
地
を
巡
遊
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
裏
付

け
に
な
る
、
資
料
性
が
高
い
書
簡

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
掲

出
の
六
通
の
他
、
明
治
三
十
七
年

十
月
十
二
・
十
八
・
二
十
五
・
同

三
十
九
年
八
月
二
十
九
日
を
加

え
、
計
十
通
が
伝
わ
っ
た
。

受
信
者
の
津
川
町
・
宮
川
謙
は
山
間
部
鉱
山
開
発
や
林
業
経
営
と
つ
な
が
り
そ
う
な
、

火
薬
業
を
手
広
く
商
っ
た
旧
家
。
津
川
町
横
町
に
あ
っ
た
。
屋
号
「
三
国
屋
」。
草
倉
・

足
尾
銅
山
開
発
の
た
め
「
ハ
ッ
パ
」、
鉱
道
を
掘
削
す
る
た
め
に
火
薬
が
多
用
さ
れ
た

当
時
、
こ
の
地
で
活
躍
し
た
人
物
と
き
く
。

書
簡
内
容
は
当
地
古
跡
探
勝
会
「
弔
古
会
」
の
求
め
に
よ
り
、書
と
画
が
一
緒
に
な
っ

た
画
賛
形
式
の
詩
箋
を
三
種
作
成
す
る
こ
と
を
宮
川
氏
が
提
案
、
寒
山
に
依
頼
し
た
の

だ
っ
た
。
時
の
漢
詩
人
の
大
御
所
で
あ
る
野
口
寧
斎
、
永
坂
石
埭
、
絵
は
日
本
画
家
で

東
京
美
術
学
校
教
授
に
こ
の
頃
就
任
し
た
寺
崎
廣
業
等
、
在
京
一
流
の
文
士
に
よ
る
も

の
を
周
旋
し
た
の
が
寒
山
ら
し
い
。
今
か
ら
み
れ
ば
、
地
方
の
一
仕
事
に
対
し
て
実
に

豪
華
な
人
物
の
動
員
、
紹
介
だ
と
い
え
る
。
加
え
て
書
簡
の
行
間
に
は
相
手
の
宮
川
氏

や
三
留
氏
そ
の
周
辺
に
、
刻
印
依
頼
を
は
じ
め
、
印
を
刻
す
前
の
配
字
（
布
字
）
下
書

き
の
印
稿
・
印
を
押
す
道
具
の
印
矩
・
朱
肉
・
刻
印
を
型
押
し
し
た
茶
菓
等
を
求
め
ら

れ
、
そ
れ
に
熱
心
に
応
じ
て
い
る
。
寒
山
の
手
広
い
諸
行
に
理
解
を
示
す
人
々
が
い
た

証
左
が
読
み
取
れ
よ
う
。
つ
ま
り
山
間
地
と
い
え
ど
も
、
こ
こ
津
川
に
は
、
印
材
周
辺

に
関
す
る
特
別
な
趣
味
の
鼓
吹
を
受
け
入
れ
る
よ
き
理
解
者
が
、
ま
と
ま
っ
て
存
在
し

た
風
土
を
看
取
で
き
る
の
だ
っ
た
。
図
四
の
印
影
は
、そ
の
印
文
の
姓
名
と
地
名
か
ら
、

こ
れ
ら
津
川
人
の
た
め
に
寒
山
が
刻
し
た
も
の
で
、
地
元
に
集
押
さ
れ
た
形
で
残
っ
て

い
た
。

参
考
ま
で
に
、
書
簡
に
登
場
し
た
各
人
の
略
歴
を
綴
る
。

　永
坂
石
埭
（
一
八
四
五
―
一
九
二
四
）

明
治
大
正
期
を
代
表
す
る
漢
詩
人
。
医
家
で
も
あ
っ
た
。
名
古
屋
生
。
明
治
初
め
に

上
京
、
時
の
詩
壇
の
首
領
・
森
春
涛
門
下
の
四
天
王
と
な
る
。
丸
み
を
帯
び
た
書
風
も

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
た
。

田
口
米
舫
（
一
八
六
一
―
一
九
三
〇
）

栃
木
県
生
。
書
道
研
究
分
野
の
一
つ
、
金
石
学
に
精
通
し
、
三
年
余
り
本
場
中
国
に

渡
っ
て
書
学
を
修
め
た
。
日
本
書
道
作
振
会
審
査
員
。

野
口
寧
斎
（
一
八
六
七
―
一
九
〇
五
）

長
崎
県
諫
早
生
。
漢
詩
人
。
詩
を
よ
く
し
た
父
と
共
に
上
京
、
森
春
涛
・
槐
南
父
子

図三　宮川謙宛寒山葉書（①文）

図四　寒山刻と思われる印影（縮小）
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門
に
な
る
。
小
説
批
評
等
幅
広
い
文
芸
活
動
を
通
し
、
森
鴎
外
や
巌
谷
小
波
・
乃
木
希

典
を
は
じ
め
多
く
の
著
名
人
と
親
交
。

な
お
書
簡
に
あ
っ
た
詩
箋
だ
が
、
版
木
が
三
種
現
存
し
、
別
に
地
元
人
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
製
品
と
思
わ
れ
る
一
種
も
伝
わ
る
。
併
せ
て
図
五
に
示
す
。
文
面
の
や
り
と
り
と
併

せ
み
る
と
、
始
め
①
文
で
は
野
口
寧
斎
に
依
頼
し
受
諾
の
あ
っ
た
漢
詩
の
担
当
者
は
、

結
局
山
田
寒
山
自
身
の
作
に
変
わ
る
。
詩
の
背
景
の
画
も
、
②
文
で
は
永
坂
石
埭
の
筆

に
よ
る
も
の
が
間
に
合
わ
ず
、
寒
山
持
ち
合
わ
せ
の
寺
崎
廣
業
の
菊
図
を
用
い
る
と
予

告
。
し
か
し
現
物
で
は
、
田
口
米
舫
作
に
ま
た
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
米
舫
は
寒
山
代

表
作
『
羅
漢
印
譜
』
題
簽
（
タ
イ
ト
ル
）
を
書
く
な
ど
、
寒
山
と
交
わ
り
の
濃
い
存
在

だ
っ
た
。
何
れ
に
せ
よ
、
当
時
の
東
都
に
お
け
る
寒
山
を
と
り
ま
く
詩
人
・
画
家
の
多

彩
さ
に
興
味
を
覚
え
る
。
皆
著
名
な
文
人
揃
い
で
、
中
央
を
離
れ
た
辺
境
の
地
で
、
何

ゆ
え
こ
の
よ
う
な
周
旋
を
行
っ
た
も
の
か
。
お
そ
ら
く
は
「
山
師
」
と
も
越
人
に
評
さ

れ
た
と
い
う
寒
山
の
、
一
種
の
大
風
呂
敷
を
広
げ
る
や
り
方
で
人
々
を
驚
か
せ
る
ね
ら

い
と
共
に
、
寒
山
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
他
の
文
士
に
と
っ
て
も
、
今
程
は
中
央
優
先

の
時
代
で
は
な
か
っ
た
。
各
地
方
の
文
人
に
し
ば
し
ば
江
戸
上
方
の
大
物
の
門
人
が
輩

出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
域
の
文
化
嗜
好
は
点
々
と
結
び
付
き
、
か
の
「
文
人
墨
客
」

の
呼
称
の
通
り
、
名
家
師
承
の
方
も
競
っ
て
各
地
に
出
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

七
、
弔
古
会
専
用
詩
箋

続
い
て
詩
箋
を
鑑
賞
し
て
み
る
。

①
「
剣
気
如
霜
白
、
英
名
似
菊
芳
、
麒
麟
山
下
客
、
高
会
古
重
陽
、
弔
古
会
諸
賢
正
是　

寒
山
」（
剣
気
は
霜
白
の
如
く
し
て
英
名
は
菊
の
芳
し
に
似
た
り
。
麒
麟
山
下
の
客
、

古
重
陽
に
高
会
す
。
弔
古
会
の
諸
賢
、
是
を
正
せ
。
寒
山
）

②
「
英
雄
遺
跡
夢
茫
々
、
墟
落
黄
花
空
有
香
、
今
日
麒
麟
山
下
会
、
清
尊
長
吊
古
重
陽　

弔
古
会
詩　

寒
山
田
潤
」（
英
雄
の
遺
跡
、
夢
茫
、
黄
花
墟
落
し
て
空
香
り
有
り
、
今

日
麒
麟
山
下
に
会
い
、
清
尊
長
吊
、
古
重
陽
。　

寒
山
田
潤
）

③
「
は
ら
は
ら
と
秋
の
雨
き
く
夕
か
な　

踈
不
山
房
主
人
に
寄
す　

寒
山
」

以
上
三
種
に
つ
い
て
、
①
③
は
田
口
米
舫
画
を
用
い
た
版
木
刷
に
、
寒
山
が
詩
と
句

を
直
書
き
し
た
詩
箋
の
使
用
例
。
②
は
寒
山
の
詩
と
画
を
用
い
て
作
成
し
た
、
木
版
刷

詩
箋
。
こ
の
寒
山
の
詩
か
ら
察
す
る
に
、
津
川
で
明
治
後
半
「
弔
古
会
」
―
い
に
し
え

の
魂
を
と
む
ら
う
つ
ど
い
が
結
成
さ
れ
て
い
た
。
重
陽
、
九
月
九
日
に
麒
麟
山
下
を
会

場
と
す
る
も
の
。
と
な
れ
ば
「
弔
古
」
と
は
、
葦
名
氏
家
臣
・
金
上
氏
が
築
城
し
た
と

伝
わ
る
山
城
を
舞
台
と
す
る
、
中
世
戦
国
武
将
達
の
攻
防
、
栄
枯
盛
衰
に
ち
な
む
行
事

で
あ
っ
た
か
と
推
察
す
る
。
明
治
三
十
七
年
は
、
葦
名
氏
が
滅
び
て
四
一
五
年
が
経
っ

て
い
た
。

別
に
も
う
一
枚
、
梅
花
作
一
枝
を
図
柄
に
し
、
右
上
部
に
「
聊
贈
一
枝
春　

丹
厓
写

於
孤
山
放
鶴
亭
」、
左
下
に
「
嘯
楼
人
珍
翫
」
と
文
、
書
の
入
っ
た
詩
箋
。「
孤
山
」
と

は
麒
麟
山
、
そ
の
山
麓
の
「
放
鶴
亭
」
で
、
丹
厓
な
る
人
物
が
書
画
の
作
者
ら
し
い
。

多
く
あ
っ
た
妓
楼
の
主
人
が
、「
嘯
楼
」
と
名
乗
る
者
の
所
蔵
書
画
を
用
い
て
こ
の
詩

箋
を
作
っ
た
の
だ
ろ
う
。
寒
山
関
係
者
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

八
、
別
の
資
料
か
ら

宛
名
の
宮
川
氏
の
元
に
は
、
書
簡
と
別
に
長
く
親
し
く
寒
山
と
付
き
合
っ
た
痕
跡
が

あ
っ
た
。
旧
蔵
品
中
、
寒
山
作
成
書
類
中
未
公
開
と
思
わ
れ
る
、
と
く
に
関
係
資
料
で

看
過
出
来
な
い
も
の
を
最
後
に
紹
介
、
分
析
す
る
。
そ
れ
は
、
伊
藤
博
文
が
山
田
寒
山 図五　寒山作詩箋四枚

①②

③
④
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七

に
授
け
た
書
「
四
海
皆
兄
弟
天
涯
如
比
隣
、春
畝
閑
人
」（「
春
畝
」
と
は
博
文
の
雅
号
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
を
さ
す
）
を
絵
葉
書
に
し
た
も
の
で
、
下
半
に
は
活
字
で
、

明
治
三
十
年
ノ
春
余
支
那
ニ
游
ハ
ン
ト
欲
シ
テ
留
別
ノ
詩
ヲ
以
テ
伊
藤
公
ヲ
大
磯
滄

浪
閣
ニ
訪
フ　

時
ニ
伊
藤
公
此
書
並
ニ
明
人
呉
軾
所
製
ノ
古
寶
墨
一
枚
ト
ヲ
以
テ
余
ニ

贈
ラ
ル　

爾
來
行
脚
中
ニ
収
メ
致
ル
處
之
レ
ヲ
横
披
ノ
額
ト
シ
掲
ケ
讀
ム
ヲ
常
ト
ス　

帰
朝
後
明
治
三
十
六
年
新
潟
宗
現
寺
ニ
游
ヒ
錫
ヲ
留
ム
ル
コ
ト
壹
百
餘
日　

去
ル
ニ
臨

ミ
住
持
乙
川
文
獅
和
尚
ニ
留
與
ス　

後
チ
文
獅
和
尚
ノ
本
師
加
茂
町
定
光
寺
先
住
乙
川

文
山
禪
師
ノ
有
ニ
帰
ス　

今
現
ニ
同
寺
ノ
什
寶
タ
リ　

余
今
定
光
寺
ニ
客
ト
ナ
リ
テ
新

年
ヲ
迎
フ　

十
三
年
後
再
ヒ
此
書
ヲ
見
ル　

頗
ル
懐
舊
ノ
情
ニ
堪
ヘ
ス　

即
チ
一
偈
ヲ

賦
シ
テ
現
在
乙
川
文
龍
方
丈
ニ
呈
ス　

偈
ニ
曰
ク　

寒
山
四
海
皆
兄
弟　

春
畝
天
涯
如

比
鄰　

六
十
一
年
身
是
我　

囊
中
無
物
亦
逢
春　

日
本
寒
山
寺
建
立
墨
竹
十
萬
講
化
縁

全
國
漫
游
ノ
第
一
着
新
潟
縣
加
茂
町
定
光
寺
室
中
ニ
於
テ

　

大
正
五
年
一
月
一
日　

寒
山　

山
田
潤

と
み
え
る
（
図
六
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
大
部
、
点

と
点
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
先
述
の

通
り
当
時
寒
山
は
、
東
京
に
寒
山
寺
を
興
す
資

金
を
集
め
る
た
め
東
奔
西
走
し
、
諸
家
の
後
援
を

得
、
墨
竹
画
賛
揮
毫
会
を
各
地
で
行
う
こ
と
を
立

案
し
て
い
た
。
津
川
に
は
乙
川
大
愚
宛
寒
山
書
簡

も
数
通
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
同
じ
大
正
五
年
五
月

十
六
・
二
十
六
日
・
七
月
二
十
・
二
十
三
日
付
で
、

皆
差
出
人
は
「
三
条
寒
山
」、
三
条
市
極
楽
寺
を

根
城
に
し
て
い
た
時
の
署
名
。
図
６
の
絵
葉
書
に

よ
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
三
条
を
切
り
上
げ
て
、
加
茂

定
光
寺
で
越
年
を
し
た
の
だ
っ
た
。
一
方
宛
先
の

大
愚
住
所
は
、
新
潟
市
西
堀
通
七
番
町
宗
現
寺
内

と
加
茂
定
光
寺
の
二
寺
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
寒
山
が
県
内
で
書
き
上
げ
た
墨
竹

の
量
は
測
り
知
れ
な
い
が
、
翌
々
年
の
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、
東
京
下
谷
区
に
て

六
十
三
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
年
一
月
、
大
愚
は
日
本
第
一
道
場
と
称

す
永
平
寺
に
修
行
の
身
で
あ
っ
た
。

　
　

九
、
お
わ
り
に

総
論
と
し
て
、「
講
」「
無
尽
」
等
で
昭
和
戦
前
期
ま
で
書
画
の
周
旋
が
一
般
に
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
は
、
新
潟
の
場
合
、
他
の
文
士
の
活
動
例
に
も
多
く
見
出
せ
る
。
し
か

し
「
十
万
」
と
誇
張
し
た
数
字
は
他
例
が
な
く
、
寒
山
に
「
山
師
」「
畸
人
」
と
世
評

が
あ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
う
い
っ
た
壮
挙
企
図
の
「
第
一
着
」
に
北
越
を
選
ん

だ
こ
と
は
、
幅
広
く
著
名
人
と
交
わ
っ
た
寒
山
で
す
ら
、
そ
れ
を
可
能
に
し
得
る
環
境

が
北
越
に
な
ら
ば
あ
る
と
見
込
ん
だ
た
め
で
あ
ろ
う
。

先
行
研
究
に
基
く
「
寒
山
年
譜
」
に
加
え
、
こ
の
「
墨
竹
十
万
講
」
に
関
し
、
大
正

四
年
か
ら
六
年
の
事
績
で
判
明
し
た
こ
と
を
巻
末
に
ま
と
め
、
結
び
と
す
る
。

な
お
宮
川
家
は
、
麒
麟
山
酒
造
の
近
く
石
川
医
院
の
並
び
、
横
町
に
あ
っ
た
が
、
遅

く
と
も
平
成
十
二
年
三
月
に
は
、黒
塀
に
囲
ま
れ
た
家
屋
は
解
体
さ
れ
て
跡
形
も
な
い
。

解
体
時
、
郷
土
史
家
・
徳
永
次
一
氏
は
許
さ
れ
て
家
屋
に
入
ら
れ
、
い
く
つ
か
の
資
料

の
譲
渡
を
受
け
た
。
本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
徳
永
氏
か
ら
生
前
に
頂
戴
し
て
い
た

宮
川
氏
宛
寒
山
書
簡
コ
ピ
ー
を
使
用
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
呈
し
た
い
。

山
田
寒
山
略
年
譜　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

安
政
三
（
一
八
五
六
）
七
月
、
父
山
田
丈
助
と
母
貞
参
尼
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
本

名
・
潤
子
。
堂
号
は
芝
仙
堂
・
風
火
仙
窟
。

慶
応
二
（
一
八
六
六
）
十
二
歳　

熱
田
・
円
通
寺
に
て
得
度
。
曹
洞
宗
永
平
寺
派
。

明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
三
十
一
歳　

三
重
県
最
明
寺
を
辞
し
、
大
阪
寒
山
寺
へ
。
こ

の
頃
ま
で
に
長
崎
の
印
人
・
小
曽
根
乾
堂
、
伊
勢
の
印
人
・
福
井
端
隠
に
篆
刻
を
学
ぶ
。

明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
四
十
歳　

東
京
三
田
芝
公
園
内
に
移
住
、芝
仙
堂
と
号
す
。

明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
伊
藤
博
文
主
催
「
滄
浪
閣
落
成
詩
会
」
に
参
加
、
知
遇
を

得
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図六　寒山制作絵葉書
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八

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
中
国
に
渡
り
蘇
州
寒
山
寺
住
職
に
四
ヶ
月
程
就
く
。

明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
麹
町
に
「
陶
友
会
」
を
開
く
。
養
子
・
木
村
正
平
、
新
潟

に
生
ま
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
こ
の
頃
向
島
へ
。

明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
四
十
八
歳　

新
潟
へ
百
日
程
滞
在
。
新
潟
の
印
人
・
木
村

竹
香
の
求
め
に
よ
り
羅
漢
鈕
陶
印
等
十
九
顆
を
一
気
に
刻
す
。

明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
四
十
九
歳　

こ
の
年
九
月
か
ら
三
十
九
年
八
月
日
付
の
宮

川
謙
宛
書
簡
を
発
信
す
る
。

明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
五
十
二
歳　

岡
本
椿
所
・
五
世
浜
村
蔵
六
・
河
井
荃
盧
・
初

世
中
村
蘭
台
等
と
丁
未
印
社
を
創
立
。

明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
四
月
、木
村
竹
香
が
『
羅
漢
印
譜
』（
一
帙
二
冊
）
を
刊
行
。

明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
五
十
五
歳　

夏
に
寒
山
寺
新
鐘
完
成
。
秋
、
甲
乙
丙
三
種

の
新
鐘
分
身
頒
布
を
企
画
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
正
二
（
一
九
一
三
）
五
十
八
歳　

分
水
町
地
蔵
堂
の
富
益
斎
著
『
印
章
備
正
』
を
校

訂
刊
行
。

大
正
三
（
一
九
一
四
）
六
月
、神
戸
港
か
ら
新
鐘
を
蘇
州
寒
山
寺
へ
送
る
。
木
村
正
平
、

上
京
。

大
正
四
（
一
九
一
五
）
六
十
歳　

翌
年
に
い
た
る
ま
で
「
日
本
寒
山
寺
建
立
結
縁
墨
竹

十
万
講
墓
縁
」
の
た
め
、
越
後
へ
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
八
月
十
九
日　

出
雲
崎
町
尋
常
小
学
校
で
良
寛
に
つ
き
講
演
。

前
日
佐
藤
耐
雪
と
会
う
。
八
月
二
十
一
日
「
山
田
寒
山
氏
来
訪
に
付　

松
涛
山
に
て
中

食
を
餐
応
し　

良
寛
上
人
書　

一
幅
を
寄
贈
す
」（
出
雲
崎
町
佐
藤
耐
雪「
用
留
」よ
り
）。

こ
の
年
加
茂
定
光
寺
に
て
山
水
画
制
作
。
こ
れ
を
翌
年
秋
、
乙
川
大
愚
に
与
え
る
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
月
越
年　

加
茂
定
光
寺
に
滞
在
。
五
月
十
六
・
二
十
六
・
七

月
二
十
・
二
十
三
日
付
乙
川
大
愚
宛
手
紙
を
三
条
よ
り
発
信
。七
月
二
十
四
日
、小
千
谷
。

夏
、
三
島
郡
寺
泊
に
て
墨
竹
六
曲
一
双
屏
風
を
揮
毫
。
夏
山
田
東
洋
・
八
百
板
菖
城
等

計
四
名
の
合
作
を
行
う
。

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
一
月
五
日
三
条
極
楽
寺
に
良
寛
遺
墨
遺
什
展
を
開
催
。
五
月

十
五
日
立
原
杏
所
を
模
し
た
自
作
に
箱
書
。
三
条
極
楽
寺
滞
在
、
一
年
半
に
及
ぶ
。
五

月
三
島
郡
島
田
村
（
和
島
村
）
で
良
寛
遺
品
水
滴
に
箱
書
。
七
月
村
杉
温
泉
に
て
武
石

貞
松
と
賦
詩
す
。
同
地
で
の
詩
碑
建
立
に
つ
な
が
る
。
八
月
一
・
二
日
出
雲
崎
円
明
院

に
お
い
て
良
寛
研
究
会
。
八
月
一
日
「
山
田
寒
山
師
来
訪
せ
ら
る　

明
日
良
寛
研
究
会

開
会
を
約
す
」（
佐
藤
氏
「
用
留
」）。
十
月
一
日　

東
三
条
滞
在
。「
東
三
条
の
山
田
寒

山
師
よ
り
良
寛
の
師
匠
有
願
禅
師
の
筆
雲
龍
壱
軸
寄
贈
せ
ら
れ
し
に
よ
り
礼
状
遺
す
。」

（
同
上
）。

大
正
七
（
一
九
一
八
）
六
十
三
歳　

下
谷
区
下
谷
町
で
没
す
。
木
村
正
平
、
寒
山
の
長

女
・
喜
美
子
と
結
婚
し
山
田
家
を
嗣
ぐ
。

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
寒
山
七
回
忌
の
た
め
『
羅
漢
印
譜
』
を
再
刊
。

主
な
引
照
文
献

「
山
田
寒
山
・
正
平
展
」（
Ｈ
４
・
篆
刻
美
術
館
）
図
録

「
山
田
寒
山
と
寒
山
寺
鐘
を
め
ぐ
っ
て
」柴
田
光
彦（
Ｈ
５
・『
書
道
研
究
』54
号
所
収
）

『
良
寛
堂
建
立
の
記
録　

佐
藤
耐
雪
の「
用
留
」を
読
む
』（
反
町
タ
カ
子
著
・
Ｈ
24
刊
）




